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感謝の気持ちを込めて チューリップ球根の植えつけ
～滝沢市睦大学卓 球教 室奉 仕活動～
睦大学卓球教室は、11月11日 ( 金 )、教室終了後、活動場所である篠
木多目的研修センターへの感謝の気持ちを込めて、チューリップ球根の
植えつけを行いました。
この活動は、令和元年から始まり、毎年この時期に行われています。
雪が解け、新年度を迎える頃には、たくさんの花で賑わい、施設利用
者に癒しを与えることでしょう。

発行／社会福祉法人滝沢市社会福祉協議会
〒020-0654岩手県滝沢市中鵜飼47番地1
TEL 019-684-1110・FAX 019-684-1121
Ｅメール　info@takizawa-shakyo.or.jp
ホームページ　https://www.takizawa-shakyo.or.jpホームページ　https://www.takizawa-shakyo.or.jp

この広報紙は、共同募金配分金の一部を充てて発行しています。

たきざわ社協だより



一、地域住民がいつでも気軽に集い、住民同士の結びつきを深める活動拠点として滝沢市総合福祉セ
ンター（仮称）の建設を目指します

一、地域福祉活動計画に基づき、地域住民の参画のもと、行政と協働し、社会福祉関係者が一丸となっ
て、地域福祉分野の更なる充実・強化を図ります。

一、誰もが地域で安心して暮らすことができるよう、権利擁護に対する意識醸成を図り、関係機関と
の支援体制の構築に努めます

一、福祉教育の推進やボランティア活動の振興などを通じて、住民相互の「支えあい・助け合い」活
動を支援し、災害にも備えた安全安心なまちづくりを推進します

一、福祉分野のみならず、医療・保健・教育・労働など、多種多様な分野の組織、機関とのネットワー
クを強化し、多様なサービスの提供や活動の展開に努めます

～大会宣言～

第36回滝沢市社会福祉大会第36回滝沢市社会福祉大会第36回滝沢市社会福祉大会

11
月
26
日
（
土
）、
滝
沢

ふ
る
さ
と
交
流
館
を
会
場

に
、
福
祉
関
係
者
１
５
０
名

の
参
加
の
も
と
、
第
36
回
滝

沢
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
講
じ
、
規
模
を
縮
小
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
個
人
18
名
・
４
団
体

の
皆
様
へ
、
本
会
会
長
表
彰

と
褒
賞
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
福
祉
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
小
中
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
表
彰
と
、
本
人

に
よ
る
朗
読
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

大
会
記
念
講
演
で
は
、「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
八
戸
学

院
短
期
大
学
部　
柏
葉
英
美

特
任
教
授
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
家

族
の
介
護
を
す
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
は
、
本
来
、
大
人
が

担
う
べ
き
家
事
や
、
家
族
の

世
話
、
介
護
等
の
対
応
を
日

常
的
に
行
い
、
負
担
が
過
剰

に
な
る
こ
と
、
学
業
や
進
学

だ
け
で
な
く
心
身
等
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
不
登
校
や
、
児

童
虐
待
を
は
じ
め
、
他
の
問

題
に
も
関
連
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
は
な
か
な
か
声

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
周
り
の
大
人
た
ち
が

気
づ
き
、
見
守
り
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
共
有
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

2令和５年１月15日　福祉おもいやり



第
36
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大
会

被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

〜
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業

従
事
者
と
し
て
社
会
福
祉
事
業

の
推
進
に
貢
献
し
功
績
が
顕
著

な
方
・
団
体
〜

《
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
等
》

小
川　
元
春
（
小
岩
井
）

小
野　
秀
一
（
川
前
）

小
野
寺　
德
（
川
前
）

藤
﨑　
満
（
鵜
飼
）

里
見　
き
み
子
（
柳
沢
）

伊
藤　
浩
信
（
鵜
飼
）

苗
代
沢　
幸
太
（
室
小
路
）

飛
鳥　
優
子
（
鵜
飼
）

菊
池　
和
美
（
鵜
飼
）

井
出　
直
子
（
室
小
路
）

道
又　
大
和
（
鵜
飼
）

寺
澤　
友
寿
（
元
村
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
》

平
藤　
花
代
（
鵜
飼
）

《
多
額
寄
附
団
体
》

一
般
社
団
法
人

全
国
哥
麿
会(

群
馬
県)

《
多
年
寄
附
団
体
》

岩
手
県
退
職
女
性
教
職
員
の
会

岩
手
支
部
滝
沢
地
区
会（
元
村
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
特
別
会
員
》

浜
印
刷
㈱
（
鵜
飼
）

《
優
良
社
会
福
祉
地
区
》

大
釜
南
自
治
会

◆
共
同
度
金
運
動
功
労
者

〜
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
し
た
方
〜

小
林　
勝
彦
（
巣
子
）

若
木　
喜
美
男
（
巣
子
）

高
村　
啓
二
（
室
小
路
）

◆
褒
賞

〜
多
年
に
わ
た
り
在
宅
要
援
護
者

の
介
護
に
貢
献
し
た
方
〜

小
菅　
勉
（
鵜
飼
）

鈴
木　
テ
ル
（
元
村
）

令
和
４
年
度
滝
沢
市
社
会
福
祉

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

（
敬
称
略
）

◆
小
学
１
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　
木　
　
村
山　
仁
菜

《
優
秀
賞
》

柳　
沢　
　
佐
藤　
花
楠

篠　
木　
　
佐
久
山　
華
望

《
佳
作
》

一
本
木　
　
平
野　
暖
大

◆
小
学
２
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　
木　
　
下
佐　
碧

《
優
秀
賞
》

滝
沢
二　
　
中
村　
空
煌

篠　
木　
　
西
國　
琴
葉

《
佳
　
作
》

一
本
木　
　
岩
澤　
さ
く
ら

滝
沢
二　
　
千
葉　
環

柳　
沢　
　
佐
々
木　
結
菜

◆
小
学
３
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　
木　
　
堰
合　
史
佳

《
優
秀
賞
》　

篠　
木　
　
小
野
寺　
陽
翔

鵜　
飼　
　
藤
本　
愛
來

《
佳
作
》

滝
沢
東　
　
竹
内　
彩
華

滝
沢
東　
　
藤
原　
希
惟

鵜　
飼　
　
大
川　
陽

◆
小
学
４
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　
木　
　
伊
東　
志
菜

《
優
秀
賞
》

滝
沢
中
央　
内
村　
柊
太

鵜　
飼　
　
横
澤　
賢
悟

滝
沢
東　
　
猿
川　
瑛
大

《
佳
作
》

鵜　
飼　
　
照
井　
華
穏

篠　
木　
　
鈴
木　
さ
ら

滝　
沢　
　
高
橋　
こ
こ
ろ

◆
小
学
５
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝
沢
中
央　
青
山　
優
衣

《
優
秀
賞
》

滝　
沢　
　
佐
々
木　
莉
璃

柳　
沢　
　
髙
橋　
幸
花

《
佳
作
》

滝
沢
中
央　
高
橋　
知
慎

滝
沢
二　
幅
上　
優
來

滝
沢
二　
山
本　
あ
か
り

◆
小
学
６
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　
沢　
　
小
笠
原　
悠

《
優
秀
賞
》

滝　
沢　
　
吉
田　
悠
豊

鵜　
飼　
　
青
木　
陽
菜

《
佳
作
》

滝
沢
中
央　
千
葉　
心
遥

滝　
沢　
　
鈴
木　
結
衣

鵜　
飼　
　
佐
々
木　
愛
莉

◆
中
学
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　
沢　
３
年
久
保　
奏
乃

《
優
秀
賞
》

滝　
沢　
１
年
菊
池　
香
月

滝　
沢　
３
年
鈴
木　
杏

《
佳
作
》

一
本
木　
２
年
下
田　
虎
太
朗

滝　
沢　
３
年
小
山　
彩
生

滝
沢
二　
２
年
小
澤　
零
生

◆
高
校
生
の
部

《
優
秀
賞
》

盛
岡
農　
２
年
柏　
柚
希

盛
岡
農　
２
年
金
丸　
典
加

第
75
回岩

手
県
社
会
福
祉
大
会　

10
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
75

回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
滝
沢
市
か
ら
は
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
岩
手
県
知
事
表
彰

稲
村　
明
子

齊
藤　
好
子

◆
岩
手
県
知
事
感
謝
状

武
田　
フ
サ
子

◆
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》

佐
藤　
泰
美

柳
橋　
好
子

《
共
同
募
金
功
労
者
》

武
田　
貴
恵
子

大
森　
秀
男

《
永
年
勤
続
功
労
者
》

田
代　
由
香

佐
々
木　
幸
恵

田
村　
千
賀
子

村
上　
明
美

姫
野　
友
美

澤
口　
広
幸

◆
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
褒
賞

藤
村　
佐
和
子

◆
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
長
表
彰

《
永
年
勤
続
民
生
委
員・児
童
委
員
》

大
石　
和
夫

《
永
年
勤
続
民
協
会
長・副
会
長
》

山
下　
金
吾

鈴
木　
萬
里
子

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
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広く「障がい福祉」についての関心と理解を深めていただくことを目的に、障害者週間（12月３日から
９日）にあわせて、全５回のボランティア養成講座を開催しました。
このうち、12月６日に開催した「ユニバーサルスポーツサポーター養成講座“ゆる～い卓球バレー”」では、

一般社団法人岩手県障がい者スポーツ協会事務局長の三浦拓朗氏を講師に迎え、障がい当事者らの交流活動
を支えるサポーターを目指した講座を開講しました。ルール説明の後、受講者はチームに分かれ試合形式で
競技に取り組み、各試合の主審・副審役も体験しました。ポイントが入ればもちろん、ラリーが長く続いた
時にも受講者同士の笑顔が弾み、終始和やかな雰囲気で行われました。今後も障がい当事者団体や地域、学
校等をつなぐ一つのツールとして、ユニバーサルスポーツを活用していきたいと考えています。
また、12月７日には、NPO法人ワーカーズコープ滝沢営業所こどものデイサービスなないろ所長の関ミ

チル氏を講師に、「障がい理解講座～そうだったんだ！発達障がい～」を開催しました。講座では、『診断名
や障がい名がある “こども” ではなく、“こども” そのものに目を向け、あくまでも本人の成長、発達を促す
こと。本人の困り感を軽減する方法を一緒に考えてサポートするのが支援であり、“その子にとって”、“その
子らしさ” を大切にできる大人や支援者、そして社会になってほしい』と、受講者と共有しました。
今後も引き続き、各種ボランティア養成講座を企画し、皆様のご参加をお待ちしております。

キャップハンディ体験サポート（車いす）

ユニバーサルスポーツ（卓球バレー）

点字入門

ユニバーサルスポーツ（ボッチャ）

障がい理解講座

“ラリー”でつながる笑顔の輪“ラリー”でつながる笑顔の輪
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今
後
も
、
地
域
の

住
民
活
動
を
ご

紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
あ
な
た

の
地
域
の
情
報

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

12
月
14
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
す
こ

や
か
老
友
会
（
元
村
西
地
区
）
の
皆

さ
ん
の
活
動
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

８
名
の
会
員
が
参
加
し
、「
す
こ

や
か
老
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ッ

チ
ャ
交
流
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
の
活
動
時
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
を

初
め
て
体
験
し
、
大
好
評
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
は
試
合
形
式
で

参
加
者
全
員
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

競
技
ル
ー
ル
を
独
学
で
学
ん
だ

会
員
も
多
く
、
自
ら
審
判
用
具
を

使
用
し
、
試
合
運
び
も
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
投
一
投
の
投
球
に
拍
手
や
歓

声
が
沸
き
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
じ
た

会
員
同
士
の
交
流
は
大
盛
況
！

冬
将
軍
の
到
来
に
見
舞
わ
れ
た

こ
の
日
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
「
け

や
き
の
平
公
民
館
」
で
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
で
し
た
。

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
つ
な
が
り
、
地
域
で
の
支
え
合
い
を

強
め
て
い
く
た
め
に
、
当
会
で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合

い
推
進
員
）
を
1
名
配
置
し
て
、
身
近
な
地
域
で
の
通
い
の
場
づ
く
り
や
住
民
活
動

の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤石コーディネーター

ご
存
知
で
す
か
？

あ
な
た
の
地
域
の〝
住
民
活
動
〞

会員同士の交流が更に活
性化するよう、冬期間の
活動として、新しいスポー
ツに取り組んでいます！

お友達になって楽しい時間を過ごしませんか？

子育てサロン『チャチャチャ』のご案内
コロナ禍で外出を控えている方も多いと思いますが、たまには子育て中の方同士でお話ししながら、

情報交換やお悩み相談をして気分転換してみませんか？
地域の優しいサポーターさんも参加します。お気軽にご参加ください♪

対　象：滝沢市内及び近郊にお住まいの未就学のお子さんとその保護者
内　容：自由遊び（お友達との交流）・絵本の読み聞かせ・リズム体操等
申込み： 新型コロナウイルス感染症対策のため、当面の間、事前予約制とし、人数制限をさせていただきます。

参加を希望される方は、参加したい日の２日前までに社会福祉協議会（684－1110 ）までご連絡
ください。

お願い： 保護者の方はマスクの着用をお願いします。
食品の持ち込みはご遠慮ください（ミルク・飲料は可）。おむつ、ゴミはお持ち帰りください。

【鵜飼地区】
第１・３木曜日

※１/19、２/２、16、３/２、16
10時～11時30分

滝沢市市民福祉センター
親子合わせて10名程度

【元村地区】
概ね第２火曜日
２/14、３/14
10時～11時30分
滝沢ふるさと交流館
親子合わせて20名程度

【一本木地区】
第１・３火曜日
２/７、21、３/７
10時～11時30分

北部コミュニティセンター
親子合わせて10名程度
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～滝沢市市民福祉センター主催事業～
「はじめてのみそ作り入門講座」受講者募集

無料相談所のお知らせ ご予約 ☎684-1110

相　談　名 月　　日 時　　間 会　　場 予約締切日

く ら し の 相 談
くらしの相談員が、困り事の相談に応
じます。

1月24日（火）

10：00－12：00

滝沢市市民福祉センター
（中鵜飼47-1 ）

予約不要
2月14日（火）
2月28日（火）
3月14日（火）

相続 ･ 登記相談
司法書士が、相続や登記に関する問題
などに応じます。

≪ご予約が必要です≫

2月 9日（木）
10：00－15：00

2/7

3月 9日（木） 3/7

法 律 相 談
弁護士が、財産や債務問題、その他生
活のトラブルなどの問題に応じます。

≪ご予約が必要です≫

2月 7日（火） 14：00－16：00 2/3

2月21日（火） 10：00－12：00 2/17

3月 7日（火） 14：00－16：00 3/3

市民の皆さまを対象とした各種相談所を開設しています。
ひとりで悩みを抱え込まず、一緒に考えましょう。
プライバシーは厳守します。
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選
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援
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●日　程　２月　４日（土）１０時～1２時
　　　　　２月１８日（土）１０時～1２時
　　　　　※いずれかの日程をお選び下さい。
●会　場　滝沢市市民福祉センター
●講　師　「あぐりちゃや」代表 細川 栄子 氏
●定　員　各日1５名
●参加費　ひとり　1,000円（材料代）
●内　容　みそ作り体験（お持ち帰り 1.6㎏）
●申込み　 １月2５日（水）９時、
　　　　　電話・窓口受付開始（先着順）

【申込み・問合せ】滝沢市市民福祉センター
電話　684－2233、684－1110
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